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北
播
支
部
は
２
月
20
日
、
小
野

市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
で
、

足
立
了
平
先
生
（
協
会
理
事
／
神

戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部 

口
腔

保
健
学
科
教
授
／
と
き
わ
病
院 

歯
科
口
腔
外
科
部
長
）
を
講
師
に

医
科
・
歯
科
連
携
研
究
会
「
北
播

磨
地
域
の
医
科
・
歯
科
連
携　

健

口
長
寿 

―
『
オ
ー
ラ

ル
・
フ
レ
イ
ル
』
を
ご

存
知
で
す
か
？
」
を
行

い
、22
人
が
参
加
し
た
。

 　

足
立
先
生
は
「
か

み
合
わ
せ
と
転
倒
」「
咀

嚼
と
脳
血
流
」「
か
む

こ
と
と
記
憶
力
」
な
ど

口
腔
内
の
状
況
が
知
的

活
動
や
全
身
疾
患
と
密

接
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
豊
富
な
症
例
を

も
っ
て
紹
介
。「
口
腔

内
の
虚
弱
：
フ
レ
イ
ル
を
防
ぎ
、

か
め
る
口
づ
く
り
を
医
科
・
歯
科

連
携
で
実
現
し
よ
う
」と
し
た（
次

号
詳
報
）。

・
参
加
者
の
声　

　
　
　
　
　
（
職
種　

経
験
年
数
）

・
デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

き
、
わ
か
り
や
す
く
よ
か
っ
た
で

す
。「
口
腔
ケ
ア
の
チ
ェ
ー
ン
連

携
」
が
と
て
も
大
切
で
す
ね
。
足

立
先
生
の
ご
講
演
は
い
つ
も
と
て

も
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
ヘ
ビ
ー

な
治
療
も
今
後
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

医
療
連
携
し
て
い
き
た
い
で
す

　
　
　
　
　
（
歯
科
医
師　

19
年
）

北
播
支
部
ニ
ュ
ー
ス

　 月　　 　日（金）14：00 ～ 15：303

コミセンおの（小野市民会館）コミュニティーホール

日　時：

講　師：

会　場：
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別途送付の案内ハガキをご持参ください別途送付の案内ハガキをご持参ください

　　　　　          活発な質疑が交わされた
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2016 年度 診療報酬改定研究会2016 年度 診療報酬改定研究会

先生（育が丘クリニック）

25
西山  敬吾

　

    次回　支部世話人会

　日 時：4月 20日（水）　19：30～ 

　会場：小野市・加東市医師会館
　ざっくばらんな集まりです。

　ぜひご参加ください。

　お問い合わせは　TEL：078-393-1817
　事務局 : 吉永、佐々木まで

医科診療所

歯　科

病　院

日　時：3　 月　　 　日（木）16：30 ～ 18:3024
会　場： 兵庫県農業会館　11F 大ホール

会　場：

日　時： 　 月　　 　日（日）14：00 ～ 16：003 20
兵庫県農業会館　11F 大ホール

・
口
腔
内
管
理
に
よ
っ
て
認
知
面
・

健
康
面
で
の
状
態
が
改
善
で
き
る

こ
と
に
驚
き
で
し
た
。
介
護
保
険

制
度
で
は
医
療
と
の
連
携
を
強
く

言
わ
れ
ま
す
。
な
か
な
か
歯
科
と

の
連
携
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
口
腔
内
の
状
態
が
悪
い
方
に

は
歯
科
受
診
を
お
す
す
め
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
要
介
護
状
態
の
方

と
の
関
わ
り
が
多
い
の
で
す
が
、

状
態
が
改
善
し
て
健
康
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
様
に
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す

　
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

4
年
）

・
入
院
中
の
患
者
さ
ん
へ
の
栄
養

士
と
し
て
食
べ
る
こ
と
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
低
栄
養
予
防
な
ど

食
事
か
ら
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
ま

で
含
め
て
医
師
、
看
護
師
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
等
と
連
携
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　

（
管
理
栄
養
士　

12
年
）

・
有
病
者
に
対
す
る
歯
科
の
介
入

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
活
か
し
て
い

け
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
（
歯
科
衛
生
士　

30
年
）

 医・歯連携研 

口
腔
内
環
境
の
向
上
こ
そ
健
康
の
カ
ギ



（２）　　２０１６年３月１５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外　（年間購読料　12,000 円）
　

政
府
は
今
次
改
定
に
つ
い
て
、

本
体
・
薬
科
・
材
料
費
で
差
し
引

き
０
・
84
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
（
前

回
改
定
と
同
様
「
市
場
拡
大
再
算

定
に
よ
る
薬
価
見
直
し
」
マ
イ
ナ

ス
０
・
19
％
を
改
定
率
に
含
め
る

と
、
１
・
03
％
の
マ
イ
ナ
ス
）。

さ
ら
に
、
改
定
率
か
ら
外
さ
れ
た

薬
価
引
き
下
げ
分
な
ど
も
含
め
る

と
、
実
質
的
に
は
１
・
43
％
（
国

費
ベ
ー
ス
で
１
４
９
５
億
円
） 

の

マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
低
医
療
費
政
策
に

よ
っ
て
、
多
く
の
医
療
機
関
が
厳

し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
地

域
医
療
の
再
生
の
た
め
に
は
、
マ

イ
ナ
ス
改
定
で
は
な
く
、
初
・
再

診
料
を
は
じ
め
と
し
た
診
療
報
酬

の
抜
本
的
引
き
上
げ
こ
そ
が
必
要

不
可
欠
だ
。

　
　

包
括
点
数
が
拡
大

　

２
月
の
中
医
協
答
申
を
見
る

と
、
引
き
続
き
入
院
医
療
の
絞
り

込
み
と
在
宅
医
療
へ
の
誘
導
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
来
で
は
、「
医
療
機
能
の
分

化
・
強
化
「
か
か
り
つ
け
医
機
能

の
評
価
」
が
強
調
さ
れ
た
。
地
域

包
括
診
療
料
の
基
準
が
緩
和
さ
れ

る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
認
知
症

地
域
包
括
診
療
料
」
や
「
小
児
か

か
り
つ
け
診
療
料
」
が
新
設
さ
れ

る
な
ど
、
人
頭
払
い
に
つ
な
が
る

恐
れ
の
あ
る
包
括
点
数
が
拡
大
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
紹
介
状
な
し
で
５
０
０

床
以
上
の
病
院
な
ど
を
受
診
し
た

場
合
の
定
額
負
担
（
初
診
５
千
円

以
上
、
再
診
２
５
０
０
円
以
上
）

も
義
務
化
さ
れ
た
。
さ
ら
な
る
受

診
抑
制
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

在
宅
医
療
で
は
、
在
宅
時
医
学

総
合
管
理
料
（
在
医
総
管
）
等
に

つ
い
て
、
患
者
の
「
状
態
」「
居

住
場
所
」「
単
一
建
物
内
で
の
訪

問
診
療
人
数
」「
訪
問
診
療
の
回

数
」
に
よ
り
点
数
が
細
分
化
さ
れ

た
。
前
回
も
同
管
理
料
の
改
定
で

在
宅
医
療
現
場
に
混
乱
が
も
た
ら

さ
れ
た
が
、
今
回
待
っ
て
い
た
の

は
点
数
区
分
の
い
っ
そ
う
の
複
雑

化
で
あ
り
、「
重
症
」
で
な
い
患

者
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
患

者
等
の
点
数
引
き
下
げ
だ
っ
た
。

７
対
１
病
棟
の
さ
ら
な
る
厳
格
化

　
入
院
で
は
、
急
性
期
医
療
の
絞
り

込
み
と
、
早
期
退
院
へ
の
誘
導
・

圧
力
が
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
っ

た
。７
対
１
一
般
病
棟
に
つ
い
て
、

医
療
必
要
度
の
高
い
患
者
割
合
や

在
宅
復
帰
率
な
ど
、
さ
ら
な
る
要

件
厳
格
化
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
療

養
病
棟
に
お
い
て
も
、
医
療
必
要

度
の
高
い
患
者
の
受
け
入
れ
を
迫

ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
に
対
し
て
は
、
ア
ウ
ト
カ
ム

評
価
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
同

病
棟
入
院
中
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
の

「
実
績
」
が
「
一
定
の
水
準
」
に

達
し
な
い
医
療
機
関
は
、
同
病
棟

で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
制
限
さ
れ
る
。

　

要
介
護
者
へ
の
維
持
期
リ
ハ
ビ

リ
の
介
護
保
険
へ
の
移
行
期
限
は

２
年
間
延
長
さ
れ
た
も
の
の
、
全

体
と
し
て
医
療
リ
ハ
ビ
リ
の
縮
小

と
介
護
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
移
行
が
さ

ら
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

処
方
・
調
剤
分
野
で
は
、
一
度

に
70
枚
以
上
の
湿
布
薬
を
処
方
す

る
こ
と
を
制
限
し
た
。
事
実
上

の
「
保
険
外
し
」
で
あ
り
、
そ
の

他
の
市
販
品
類
似
薬
な
ど
へ
の
拡

大
も
懸
念
さ
れ
る
。
後
発
医
薬
品

の
使
用
促
進
も
、
よ
り
強
化
さ
れ

た
。
調
剤
薬
局
で
は
、
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指

導
料
」
が
新
設
さ
れ
る
一
方
、
そ

れ
以
外
の
調
剤
基
本
料
を
減
額
す

る
な
ど
、
地
域
の
調
剤
を
担
っ
て

き
た
中
小
薬
局
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

入
院
中
の
他
医
療
機
関
受
診

　

減
算
控
除
率
が
緩
和

　

最
後
に
、
協
会
・
保
団
連
が
要

求
し
て
き
た
内
容
が
実
現
し
た
も

の
も
あ
る
。

　

在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料

は
、
複
数
医
療
機
関
で
の
異
な
る

疾
患
に
対
す
る
指
導
管
理
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
で
算
定
が
可
能

に
な
っ
た
。「
月
27
回
以
下
の
場

合
」
の
点
数
は
、
統
合
さ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
逆
に
「
月
28
回
以

上
の
場
合
」
の
点
数
は
引
き
下
げ

ら
れ
、
課
題
が
残
る
。

　

入
院
中
の
患
者
の
他
医
療
機
関

受
診
時
の
入
院
料
減
算
に
つ
い
て

は
、
控
除
率
が
緩
和
さ
れ
た
。　

入
院
料
減
算
と
外
来
算
定
制
限
の

完
全
撤
廃
に
引
き
続
き
取
り
組
み

た
い
。

　

協
会
は
、
政
府
に
対
し
て
今
次

改
定
内
容
の
不
合
理
是
正
を
求
め

る
と
と
も
に
、
今
後
も
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
と
患
者
負
担
軽
減
の

運
動
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

    新点数２次研究会にご参加ください
　 日 時 ： ４月 28 日 （木）　15 ： 00 ～ 

　 会 場 ： 兵庫県農業会館

　 参加費 ： 2,000 円

       『新点数　Ｑ＆Ａ－レセプトの記載』 冊子代 /

           不要の場合無料

　  お問い合わせは　TEL ： 078-393-1803　まで

　

今
年
度
診
療
報
酬
改
定
談
話

　
　
　

　
　
　

医
科　

地
域
医
療
再
生
に
は
遠
い
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
部
長　

清
水　

映
二

URL： http://www.hhk.jp

協会ホームページご活用
ください !

協会ホームページは適宜更新しており
ます。北播支部のニュースや活動も掲
載されます。ぜひご活用下さい。

兵庫県保険医協会 検 索

審査 ･指導相談日
日時 4 月 14 日 ( 木 ) 15 時～

会場 協会会議室

※医科は事前予約制

　 ☎ 078－ 393－ 1803まで

　歯科は随時 

　☎ 078－ 393－ 1809まで


